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アパラチアの古生層は海水準変動の宝庫

竹内圭史(地質部)

KeijiT巫EUc亘I

1.巡検を選んで

ワシントンIGCに行こうと思い立った時から,どの

巡検に参加するかが私にとっての重大間題とたった｡そ

のくせたいして考えもせずに,アパラチアの古生層巡検

その名もT354:Pa1eozoicSea-Leve1Changesinthe

Appa1achianBasinに参加することにした｡“なにた

に,アパラチア山脈で先カンブリア時代から石炭紀にか

けての海水準変動を見るだと｡たかだか面白そうだた｡"

外国での巡検に際しては日本では見られたい地層を見

る,というのが私の大方針である｡もっともこの大方針

が発動されるのは私的旅行を含めてまだ2回目なのだ

が｡“T354は4泊5目と比較的短くていい｡帰国したら

地団研総会に間に合うぞ｡何より出発･解散地力ミワシソ

トソだから移動の面倒がたくて最高だ｡"かくして卑近

な理由により巡検は選ばれるのであった｡それではワシ

ソトンヘ,しゆっほあつ｡

2.準備完了すれば

IGCの閉会式があっけたくも質素に行たわれた8月19

日の夕方,私はコソベソジョソセンタｰそばの高級ホテ

ルの会議室に向かった｡明日から始まる巡検の為のフレ

ミｰティソグカミあるのだ｡このようたミｰティングを持

ったのはポスト巡検の中ではT354だけであり,案内者

の意気込みがうかカミわれて頼もしい｡部屋に行くと,大

草原の小さた家(人気TV番組)にでも登場Lそうな田舎

のおじさん(おっと失礼)が待ち構えていて資料一式を

渡してくれた｡彼こそは巡検の案内者,ノｰスカロライ

ナ大学のJohnDennisOn氏(写真1)であり,親愛の

晴をこめてジョンおじさんと呼ぶことにしよう｡ミｰテ

ィングでは巡検ルｰトや宿泊,ガイドブックや資料につ

いて説明カミあった｡巡検参加者は,日本人が千葉県立博

物館の近藤氏と私,中国から3人,イタリアのおぽさん

一いえ,おねえさんだ,あと西ドイツが2人ほかの全14

名である｡案内者はジョンおじさんを大将に,RObert

Whisonant氏(ボブ)とRichardDiecchio氏(リッ

ク)｡これは巡検中に強く実感することにたるのだが,

各地点での説明の準備や旅行のサポｰトが念入りに計画

されている点は実に感嘆すべきものがあった｡実際,多

1989年12月号

写真12日目朝の予習風景｡左端がDr.JohnDennison

くの露頭で専門の説明者カミ私たち一行を待ち受けていて

くれたし,誰の発案がは知ら距が,ジョンおじさんをは

じめとして皆が巨大拡大コピｰLて作った説明図を用意

しており,露頭にまで矢印を貼りつけまくった説明者す

らいた程だ｡また,日程表は観察や移動の時間が1分刻

みで計画立てられている級密さである(もっともこれは無

ひなが

意味やった｡夏の日長をええことに日程表はあっさりと無視さ

れ,宿に着くのは連日8～9時にずれ込んだんや)｡そして忘

れてたらたいのがブリシラである｡若くて美人の彼女は

ジョンおじさんの大学で研究しているらしい｡独身かど

うかは説きそびれたカミ…おっといげたい,とにかくプリ

シラがトヨタカムリを駆って飲物や宿泊の手配一切をし

てくれたおかげで,私たち一行の道中はしごく快適たも

のにたったのだった｡4目目の夜にホブの家でパｰティ･

一をして親交を深めたことも良い思い出である｡

3.アパラチアの古生層は

さて,そろそろ学問的たことについて書かないと読者

にしかられそうなので,まずは巡検ルｰトと各STOPの

地質学的位置を見て頂こう(第1図･第2図)｡巡検の地域

はアパラチア山脈の主稜線であるブルｰリッジマウンテ

ンの北西側に広がるアパラチア堆積盆地であり,その地

形からVa11eyandRidgeProvinceと呼ほれる地域で

ある｡この地域の衛星写真を見たことのある読者も多い�
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第1図巡検ルｰト｡アパラチア山脈北西側に広が

るバレイアソドリッジ地域を,ミニバ

ス2台に乗り5日間で2,200km走った｡

巡検案内書より

と思うが,地層の摺曲構造が実に直接的に地形に反映さ

れて谷と稜を形成Lていて,幾何学的とも思える美しさ

はまったくバレイアソドリッジの名にはしない｡私も何

とかこの地形をカメラに収めようと試みるが,スケｰル

カミ大きすぎて断片的にしか写せない｡

巡検ルｰトはバｰジニア･ペンシルバニア･ウェスト

バｰジニアの3州にまたがっている｡アメリカやカナダ

では地質図と道路地図を兼ね備えたハイウエイマップが

出版されていて地質巡検にはたいそう便利である(多色刷

りで6ドルの安さ,絶対お買得てっせ)｡好露頭の多くは道

路の切割りである｡地層の固さの故に日本のように吹き

付けをする必要がたく,リッジを横断する箇所では大き

く切り開かれた大露頭が風化もせず草も生えずに地質屋

を迎えてくれる次窮｡

アパラチア堆積盆地には先カンブリア時代末から二畳

期に至る地層カミ連続して堆積している｡こう書くといか

にも簡単だが,実に3億年以上もの長い期問にわたって

河川成から浅海成及び深海成の地層が厚さ4,000m以上

も堆積し続けた訳であるから,日本のような変動帯では

想像もつか放い穏やかさである｡とはいえ,二畳期には

A11egheny(誰か読み方教えて)orogenyによりブルｰリ

ッジマウンテンの形成を伴って大スラスト群と榴曲が生

じ,そのおかげで今日のバレイアソドリッジ地形があり

古生層を観察することもできる訳だ｡古生層は全般的に

は石灰岩･ドロマイトが主で,先カンブリア時代の結晶

質岩･火山岩を不整合におおう基底部や,デポソ期後

期,石炭期後期以後の地層には砂岩や頁岩が発達してい

る｡そしてこれらの地層の堆積環境を岩相や化石により

詳しく研究すると,名称を冠せられた5つの欠きた変動

をはじめとするたくさんの海水準変動があったことがわ

かる(第2図)｡もっと小さいスケｰルでは,かの有名な

ミランコビッチサイクルがあちこちで観察できるんだ,

とジョンおじさんたちは巡検中に力説していたが,この

点については参加者の見解は懐疑的だったようだ｡

4.見どころがいっぱい

巡検はまず基盤をおおう基底の観察から始まった｡と

はいっても,第3図にあるように観察する層準は上へ下

へと上下する(あたりまえ)のでややこしい｡そこで観察

順にこだわらず5目間見終った眼でふり返ることにしよ

う｡

アパラチア堆積盆地の基盤はグレンビル花開岩･片麻

岩で,これをマウントロジャｰス層･カドクトソ層の火

山岩がおおう｡そしてこれらを先カンブリア時代末のユ

ニコイ層･ラウドソ層･ウィｰハｰトン層の砂岩がおお

っている(写真2)｡カンブリア紀に入ると頁岩(ハｰパ

ｰス層･アンティｰタム層など)が堆積し,次いで石灰岩

･ド回マイトが厚く永六とたまってゆく｡

写真3の露頭は今回の巡検の目玉商品の1つで,シル

ル紀のブルｰムズバｰグ層･ウィノレスクリｰク層･ト

ノロウェイ層が良く観察できる｡頁岩とドロマイトの互

層中には,厚さ2～10m単位の堆積サイクルが認められ

るほか,二枚貝化石や生痕,ストロマトライト,干裏

地質ニュｰス424号�
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第2図見学地点の層位｡中央欄がアパラチアの海水準変動と見学地点の層位｡地点番号は第1図に

対応｡巡検案内書より

(mudcrack)たとさまざまだ堆積構造･化石に満ちあふ

れている｡火山岩たらいざ知らず,堆積岩に六角柱状の

“節理"があろうとは,これを見られただけでも参加し

たかいがあったというもの｡

もう1つの見ものカミデポソ紀前期のオリスカニｰ砂岩

の上下に存在する不整合である(第3図)｡砂岩の下底面

はこの地域で最も時間問隙の欠きた不整合であり,上面

は最も地域的広がりの欠きた不整合とたっている｡後者

}989年12月号

は海水準の急激た低下(Wa11bridge不連続,第2図)の反

映と考えられている｡構造的には全く平行で,大きな不

整合だぞと言われてもにわかに納得することはむつかし

い(アパラチアの不整合はみんたそうで始末がわるい)｡砂岩

の基底部に1cmほどの礫が入っているのを見て,礫と

は珍しい,しからば不整合ならん,と得心した次第｡一

方,オルドビス紀最後期のジュニアｰク層は,Redbed

と呼ばれる地層の典型である｡その名のとお2えび茶色�
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写真2

STOP1.1｡先カンブリア時代最後期のWeverton層

の砂岩｡二畳紀に至る一連の地層の基底をだ丸地層

は逆転していて左下側が上位

写真3

STOP1.5-B｡シルル紀Tono1oway層の頁岩ドロマ

イト互層｡六角柱状の㎜udcrackがみごと(中央右

上寄り)｡右下は説明用の厚紙

が特徴のRedbedは河川成の頁岩砂岩互層であって,

巡検中しばしば登場したのですっかりお馴染みになって

しまった｡

お次はずっと時代を下って石炭紀後期(アメリカ流では

Pensy1vanian)のニュｰリバｰ層である(写真4)｡下位

のポカハネス層や石炭紀前期(MissiSSippian)のモｰチ

ャソ層などとともに,バレイアンドリッジ地域の北西側

に広がるA11egheny平原にほぼ水平にひたすら広く分

布している｡これらの石炭系は,海水準変動を反映して

砂岩･頁岩･石灰岩･石炭が順に重なるサイクロセムが

みられることで有名である｡石炭はまた資源としても重

要で,各石炭層には,ピッツバｰグCOa1とかポカハネ

ス8審とかいった具合に名前がつけられている｡

これらのほか,オルドビス紀のOw1Creek不連続(第

2図)だとの石灰岩･ドロマイトをたくさん観察したの

であるが,残念だがら私には炭酸塩岩に関する素養が全

くたいので,感心しているだけで終わってしまった｡思

わず赤面｡デボン紀のタｰビダイトだけは見たれた日本

の中新世のものとそっくりで,珍しい事ばかりの巡検中

写真4

STOP3.6石炭紀後期NewRiver層下都の不整合｡

PocahantasNo.8coa1bedをPinevi11e砂岩層が

けずり込んでいる｡
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第3図STOP4.3の大露頭スケッチ｡巡検案内

書より

地質ニュｰス424号�



第28回IGC一ワシソトソｰ

一57一

写真5IGC本会議もあと1日,野外バｰベキュｰパｰティｰ

で妙にたつかしさを感じさせてくれた｡三葉虫や二枚貝

だとの化石もあちこちで産するそうで,古生物屋の近藤

氏はまっ先に露頭に突進していた｡収獲のほどはいかが

でしたか｡

5.その他もろもろ

ワシントンIGCは私にとって初めての国際学会であ

り,楽しいこと苦しいことさまざまな体験をした｡キャ

ンセル多発のシンポジウムセッション,GSJ展示ブｰス

･日本IGCブｰスの店番をしたこと,ワシントン市内

の情景｡I氏に触発されて参加しまくった5つの1目巡

検･見学,GSJ諸氏inWashington(これはすごそうだ･

写真5),食事にたじめず苦しんだこと,日本IGCでの

再会を約した友人たち,たどたど｡これらについては誰

か適任者が書くだろうと思い一切省くことにしたのだ

が,寄せ集め特集号の悲しさで面白い話がもれ落ちてい

たいとも限ら煩｡そのときは,そうや,ようげ買うてき

た免税酒の肴にでもしよか｡

地学と切手

アメリカ⑧ザイオン国立公園の切手

倮�

ザイオン国立公園はアメリカ西部と言うよりユタ州の

南西部にある｡丁度フｰバｰ･ダムの北北東である｡

この公園は深く狭い隙間と直立した壁を有する谷と,時

間によって次々と色を変えて行く尖頭によって知られ

る｡それらはウォッチマン,イｰスト･テンプル,グレ

ｰト･ホワイト･スロｰン,エンゼル･ランディング,

カセドラル･マウンティン等と命名されている｡ザイオ

ン峡谷には先史時代にプエブロ族カ准んでいた｡1776年

スベイソ人の1隊がすぐ傍まで来て初めて白人として素

ぼらしい景色をかいまみた｡50年後にやはり白人の調査

隊がソルトレｰクからこの峡谷を抜けてコロラド河へ下

って行った｡彼等はこの景色をガイドに提供しただけだ

った｡1847年からこの峡谷にモルモン教徒の定住が始っ

た｡ザイオンと命名したのは彼等である｡

1909年に国立記念物どたり,1919年に現在の名称どた

り,1956年に現在の面積147,035工一カｰとなった｡

ザイオン国立公園を作る岩石は二畳紀,三畳紀,ジュ

ラ紀,白亜紀の堆積岩である｡火山岩は所期のもので溶

岩や岩脈が局所的にあるに過ぎたい｡堆積岩は海成と非

海成のものが,非海成の占める割合が大きい｡非海成堆

積岩は斜層理の顕著な砂岩からたり砂丘堆積物とも考え

られている部分がある｡地層は人よそ水平であり,岩の一

塔の大部分は下部～中部(?)ジュラ系のナバホ砂岩であ

り,これは白色を呈する｡水平た地層,硬軟の岩層の積

み重たり,急激た降雨とそれによる侵蝕がザイオン国立

公園の見事た景色を生み出した｡その他の興味ある地形

としては,第四紀の谷埋め堆積物,崖の下の洞穴,岩の

アｰチ,大規模の地ヒ,移動している砂丘だとカミある｡

切手は1934年発行国立公園記念10種のうち,面かれて

いるグレｰト･ホワイト･スロｰンはナバホ砂岩からた

る岩塔で,斜層理カミ顕著であり,上半部は白色である｡

高さはバｰジ川の川底から約2,400フィｰトである｡

1989年12月号�


